
 

 第 159 回非鉄鋳物研究部会議事録  

・日時： 2026 年 9 月 4 日（金） 13：00～17：00 

・場所： ウインク愛知 1204 室 

・参加者： 58 名  

講演テーマ:  ものづくりを支える材料研究の最前線 

 

・部会長挨拶  

小林部会長より  

 

・講演題目  

講演 1： アルミニウム溶湯中の介在物評価技術―既存技術のレビューと今後の展望 

国立研究開発法人 産業技術総合研究所中部センター 志賀 敬次 様 

 溶湯中の介在物のその場評価技術として、溶湯に浸漬したオリフィス（小孔）に静電界を

印加し、オリフィス内を介在物が通過した際の電位変化を計測する ESZ（Electro Sensing 

Zone）法を報告した。 

 

講演 2： 金属間化合物除去法による Al-Si 系合金溶湯アップグレード技術の実用可能性  

エス・エス・アルミ株式会社 和田 健司 様 

 低品位スクラップ活用に向け、Cr 添加により AlSi(Fe,Mn,Cr)系金属間化合物を晶出分離

するリサイクル技術を報告した。 

 

講演 3： 速度論的手法と X 線回折によるアルミニウム合金鋳物の時効進行度の評価 

熊本県産業技術センター 池田 朋弘 様 

 Al 合金時効挙動の評価手法として、ADC12 ダイカストの速度論的で整理できること、ま

た X 線回折における回折ピーク半値幅の変化と硬さ変化の挙動が近いことを示した。 

 

講演 4： 非熱処理型高耐食性 Al-Mg-Si 系合金の各種特性に及ぼす不純物元素の影響 

 日本軽金属株式会社 長瀬 勇人  様 

 アルミボデー向け材料として、Al-4.5Mg-1.5Si-1Mn 系合金ダイカストの鋳造まま材の耐

食性、機械的特性、鋳造割れ性に及ぼす Cu と Fe の影響を報告した。 

 

講演 5：  アルミ合金の鋳物および 3D プリンタ材の溶質分布と固溶状態 

 株式会社豊田中央研究所 八百川 盾  様 

 アルミ合金の熱処理レスに向け、製品特性に影響を及ぼす鋳造まま材の溶質分布が形成

されるメカニズム、および密度変化から固溶状態を評価する技術を報告した。 


